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第一原理計算によると，マグネタイト（Fe3O4）単結晶はフェルミ準位近傍にスピン偏極度-100%

の電子状態密度を有するハーフメタルであり[1]，Fe3O4(111)単結晶薄膜のスピン分解光電子分光測

定では約-80%のスピン偏極度が得られている[2]．一方，Fe3O4(001)表面における測定では-55%と低

い値となっている[3]．また，水素や第 14 族の原子が吸着した Fe3O4(001)表面では，スピン偏極度

が高くなるという理論予測もなされ[4,5]，水素吸着表面では電子状態の詳細な研究やスピン偏極度

の回復についての実験的検証が進められている[6,7]．本研究では，より高いスピン偏極度が得られ

ると予想される炭素が吸着した Fe3O4(001)表面のスピン状態を調べることを目指し，モノレーヤ

ー程度の炭素を蒸着させた Fe3O4(001)表面の結晶構造や電

子状態に関する解析を行なった． 

酸素雰囲気中(7.0 × 10-5 Pa)で鉄を電子線衝撃加熱によ

り蒸発させ，MgO(001)基板上にエピタキシャル成長した

Fe3O4(001)薄膜を清浄表面試料とした．膜厚は 20 nm とし

た．真空チャンバー内(4.0 × 10-5 Pa)でカーボンフォイル

を通電加熱することで炭素を蒸発させ，Fe3O4(001)表面に

蒸着した． 

Fig.1(a)，(b)に清浄及び炭素蒸着後の Fe3O4(001)表面の

STM 像を示す．炭素蒸着後の表面では，炭素吸着及び炭素

膜が形成された領域があり，不均一な表面炭素の結晶構造

が観察された．これは炭素蒸着時に試料温度が上昇してし

まうことに起因されたと考えている．また，表面炭素の結

晶構造が異なる領域においては，取得された IT－VS特性に

違いが現れ，表面電子状態も不均一であった．  
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Fig.1 (a)清浄な Fe3O4(001)表面の STM
像．VS = 1 V, IT = 0.3 nA． 
(b)炭素蒸着後の Fe3O4(001)表面の

STM 像．VS = -0.6 V, IT = 0.7 nA． 
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